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　グリッド技術が社会にもたらす最も大きな変革の一つ
は，情報サービスのユーティリティ化である．我々は，
アプリケーションの実行をユーティリティサービスとし
て提供するビジネスモデル GridASP（Grid Application 

Service Provider）1）を提案するとともに，GridASPを実
現するためのソフトウェア GridASP Toolkitを開発して
いる．
　我々が提案するビジネスモデル GridASPは，図 -1に
示すように，独立した 3種類の事業者が連携することで
アプリケーションの実行サービスを提供する．GridASP

は，エンドユーザがサービスにアクセスするポータル
を運営するポータル事業者，アプリケーションを用意し
ライセンスを管理するアプリケーション提供者，および，
計算資源を運営しアプリケーションの実行リクエストを
ジョブとして受けて処理を実施するリソース提供者から
構成される．
　これら 3種類の事業者が連携する GridASPモデルで
は，自分の得意とする技能だけを持って事業を開始す
ることが可能であり，かつ，専門性を活かすことによっ
て事業の経営効率を高めることが可能である．たとえ
ば，クラスタの運用が得意であれば，リソース提供者と
してクラスタを大規模に運用することで 1台あたりの
運用コストを低く抑えることができる．リソース提供者
は，複数のポータル事業者と契約することができるので，
一方のポータルからアプリケーション実行の要求が少な

GridASPとはGridASPとは くても，他のポータルからアプリケーション実行の要求
を受けることでクラスタの資源を有効に運用することが
できる．逆に，ポータル事業者は，複数のリソース提供
者と契約することができるので，一方のリソース提供者
のクラスタで処理が実施できなくても，他のリソース提
供者に処理を依頼することで，エンドユーザからのリク
エストを受け付けることができる．また，エンドユーザ
に対するセキュリティとして，「誰が」と「何を」の両
方を知る事業者をなくすことが可能である．ポータル事
業者はエンドユーザが誰かを認証する必要があるが，リ
ソース提供者は知る必要がない．リソース提供者のシス
テムでは，計算に必要なデータがなければならないが，
ポータル事業者は見る必要がない（詳細は後述）．
　GridASPでは，プロバイダには投資を最小限に抑えつ
つ資源を効率よく運用することを可能とし，エンドユー
ザにはユーザ情報を秘匿しつつアプリケーションの実行
サービスを享受することが可能となる．

　ここでは，前章までに述べられていたビジネスグリッ
ドミドルウェアとの比較と，従来のユーティリティモデ
ルとの比較について述べる．
　GridASPが対象とするビジネスにおける業務は，大量
のコンピューティング能力を必要とするような業務，た
とえば，製造業における構造解析，流体解析，製薬業に
おけるドラッグスクリーニング，金融業におけるリスク

従来技術や関連技術との比較従来技術や関連技術との比較
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図 -1　GridASPの概念図
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管理分析，などである．一方，ビジネスグリッドミドル
ウェアは，Web3階層などで構成されるトランザクショ
ン処理を中心とした業務アプリケーションを対象として
いる．GridASPとビジネスグリッドミドルウェアとはグ
リッド技術を適用する応用分野が大きく異なり，互いに
補完する立場にある．
　また，グリッドにおける資源共有の度合いに応じた
分類をしてみると，GridASPとビジネスグリッドミドル
ウェアの狙いの違いがより明確になる．1カ所に集中し
部門内のリソースを統合した「デパートメントグリッ
ド」，企業内の複数の部門にまたがって最適化される「エ
ンタープライズグリッド」，提携企業やグループ企業な
ど複数の企業に分散したデータベースや計算資源を仮想
化している「パートナーグリッド」，そして，強いガバ
ナンスで連携する組織同士でリソースを共有する段階を
越え，動的な組織間の連携や不特定多数の利用者にリ
ソースの提供を行う「オープングリッド」と分類するこ
とができる．
　このようにグリッドの資源共有度に応じた分類を考え
てみると，図 -2に示すように，ビジネスグリッドミド
ルウェアは「エンタープライズグリッド」のシステムが
主たる対象であり，ディザスタリカバリシステムなどい
くつかのシナリオは「パートナーグリッド」の分類に入っ
ている．一方，テクニカルコンピューティングの分野で
はグリッドの適用はすでに「エンタープライズグリッド」
として実用化が進んでいる．GridASPは，資源共有度を
「エンタープライズグリッド」にとどまらず，「パートナー
グリッド」や「オープングリッド」にまで拡大すること
を目指すものである．

　ユーティリティとしてコンピューティング能力を提供
するビジネスはこれまでも，RCS（Remote Computing 

Service）や ASP（Application Service Provider）という
かたちで実施されてきた．しかし，20年ほど前に行わ
れていた RCSでは，ITインフラの整備が十分でなかっ
たことと，利用するための費用が高かったことから，大
きな普及にはいたらなかった．その頃ネットワークを
介して利用するためには高額な専用線を引かねばなら
ず，ユーザがそのコストの支出を避けるためには，コン
ピュータシステムが設置された場所に赴いて端末操作を
行う必要があった．また，ストレージが高価であったた
めシステムに多くのデータを置くことができず，ユーザ
が毎回データを持ち帰らねばならなかった．短期的で
あっても，アプリケーションのライセンスを買わねばな
らないため，利用者が高額の負担をしなければならな
かった．さらに，コマンドラインによるバッチ処理が一
般的で，使いやすい GUIなどは整備されていなかった．
このように，遠隔地のコンピュータを利用することは
大変に不便な状況であり，大きな普及にはいたらなかっ
た．現在では，高速なネットワークやストレージが安価
に利用できるようになったほか，アプリケーションのラ
イセンスを 1年より短い単位で販売するベンダも登場
してきた．また，ポータルなどの使いやすい GUIも登
場し，20年ほど前に立ちはだかっていた大きな障害は
なくなっている．
　その後登場した ASPは，アプリケーションの実行を，
ユーティリティとして外部のリソースで実行するモデル
である．エンドユーザはWebブラウザを使ってネット
ワーク越しに ASPのポータルにアクセスし，実行した

テクニカル
コンピューティング
（CPUパワーが必要な処理）

業務
分野

トランザクション処理
（負荷の分散）
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グリッド

エンタープライズ
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デパートメント
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図 -2　ビジネスグリッドミドルウェア
と GridASPの対象分野の違い
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いアプリケーションと入力データを指定して，処理を依
頼する．ASPからの計算処理結果は，Webブラウザか
らダウンロードして受け取る．利用した分の料金を支払
えば，必要な時に必要なだけサービスを利用することが
できる．
　ただし，ASPとして広く普及・活用されているアプリ
ケーションの分野は，グループウェア，メールシステム
など長期的かつ定常的に利用されるシステムがほとんど
であり，テクニカルアプリケーションの分野については
わずかである．従来の ASPモデルでテクニカルアプリ
ケーションに対するユーティリティを実現する場合，次
のような問題点があるため大規模な普及にはいたってい
ないと考えている．
　プロバイダは，ポータル，コンピュータ，アプリケー
ション，すべての資源と環境を揃えなければサービス提
供が始められず，ビジネス開始への障壁が高い．プロバ
イダが提供するアプリケーションに対してエンドユーザ
からのリクエストが少ないと，計算資源は遊んでしまう．
逆に，計算資源が固定されるので処理可能なジョブ数は
制限されている．そのため，エンドユーザからのリクエ
ストが多いと，受けられない依頼が生じたり，実行を待
たせたりすることになる．また，多くの製造業が解析デー
タを外部の組織に知られることを避けているが，従来の
ASPモデルでは，誰がどのような計算をしているかプロ
バイダにすべて見えてしまう．
　前章で述べた GridASPのモデルは，これら従来の
RCSや ASPが持つ問題点を解決することができる．

　GridASPのビジネスモデルは，ポータル事業者，アプ
リケーション提供者，リソース提供者という 3種類の
事業者が連携して，エンドユーザにサービスを提供する．
GridASPでは，エンドユーザとポータル事業者の間に利
用者と提供者という大きな界面が存在する．
　エンドユーザに対するインタフェースとして，ユー
ザ端末で実行するアプリケーションプログラムから呼
び出し可能な API（Application Programming Interface）
を設ける方法や，Webサービスなどの標準的なインタ
フェースを利用することも可能である．しかし，これ
らの場合，ユーザ端末に利用システムを別途開発して
導入しなければならないため，エンドユーザにとって
GridASP利用の障壁を高めることになる．そこで，我々
は，一般的なブラウザがあればアクセス可能なWebポー
タルを，エンドユーザへのインタフェースとして選択し
た．また，アプリケーション提供者やリソース提供者が
システムに対して操作を必要とする場合も，同じWeb

GridASPを実現するソフトウェアGridASP ToolkitGridASPを実現するソフトウェアGridASP Toolkit

ポータルへアクセスすることでオペレーションが行える
ようにした．Webポータルの場合は，エンドユーザが
使い慣れた GUIから直接利用するなどの柔軟性は得ら
れないが，GridASPのビジネスモデルを実現し，検証す
るための最初のステップとして採用した．
　GridASPのシステムには，エンドユーザのリクエスト
を受けてジョブを実行する機能，複数のアプリケーショ
ンのワークフローを実行させる機能，エンドユーザの情
報を隠蔽するための機能，アプリケーションをクラスタ
上に配備するための機能などが必要である．我々は，こ
のシステムを実現するためのソフトウェアの実装として
GridASP Toolkitを開発した．図 -3に GridASP Toolkitの
全体アーキテクチャを示す．上に述べた機能は，実装
上の細かい機能コンポーネントをいくつか組み合わせて
実現している．図中では，それらの対応を点線枠で示し
ている．Tomcatおよび JetSpeedをポータルの中核とし，
それらと連携するかたちで機能を実装した．以下，それ
ら機能の要件とその実装方法の概要を述べる．

❖ ジョブ実行機能
　エンドユーザは，ブラウザを利用してポータルにアク
セスし，アプリケーションの実行をリクエストすること
ができる．エンドユーザからのリクエストに応じて，ク
ラスタ上で実行される処理単位をジョブと呼ぶ．エンド
ユーザは，ポータルに登録済みのアプリケーションから，
実行したいアプリケーションを選択し，入力データを指
定することでジョブの実行に必要な情報を規定する．入
力データは手元のユーザ端末にあるファイルをポータル
にアップロードし，ジョブの実行終了後，結果をファイ
ルとしてユーザ端末にダウンロードできる．
　ポータルはジョブの内容を Globus2）で使用している
RSL（Resource Specification Language）を用いて記述し，
WS-GRAM（Web Service Grid Resource Allocation and 

Management）によって，リソース提供者のクラスタに
投入する．リソース提供者のクラスタでは，複数の計
算ノードがいわゆるクラスタ管理ツールによって管理・
制御されており，WS-GRAMとの連携モジュールが RSL

で記述されたジョブの情報を各クラスタ管理ツールの仕
様に変更して投入する．ここで，クラスタ管理ツールと
は，プラットフォームコンピューティング（株）の LSF，
アルテアエンジニアリング（株）の PBS，サン・マイク
ロシステムズ（株）の SGE（Sun Grid Engine）などで
ある．
　また，ポータルは，エンドユーザが計算を実行するク
ラスタを指定しなくても，アプリケーションが実行可能
なリソースの中から CPU負荷の少ないクラスタを選択
するブローカの機能を提供する．
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❖ シナリオ編集機能
　企業における解析業務の多くが，単一のアプリケー
ションを実行するだけではなく，複数のアプリケーショ
ンを連続実行や，並列実行させるニーズを持っている．
たとえば，自動車の設計では，メッシュ生成，構造解析，
流体解析，衝突解析，結果の可視化などを必要に応じて
実施したり，熱流体解析と構造解析など，複数のアプリ
ケーションを連成実行したりする．また，設計パラメー
タの最適な解を得るために，パラメータの値を複数変更
して同一計算を行わせる場合もあり，並列実行によって
効率を上げることができる．
　そこで，GridASP Toolkitでは，アプリケーションのワー
クフローを定義できるシナリオ編集機能を提供してい
る．シナリオ編集機能は，図 -3に示すユーザ利用イン
タフェースの中に実装している．登録済みのアプリケー
ションを選択し，連続的な実行や並列的な実行を GUI

で指定してシナリオを作成できる．作成したシナリオは
テンプレートとして保存でき，パラメータを変えて繰り
返し実行することが可能である．エンドユーザの投入し
たシナリオの順序に従ってアプリケーションの実行を制
御する機構を，シナリオエンジンとしてポータル上で動

かしている．

❖ エンドユーザの情報隠蔽機能
　解析業務の内容は企業にとって機密情報となる場合が
多い．「誰が」と「何を」の両方を知る事業者をなくす
GridASPのモデルを，GridASP Toolkitでは以下のように
実現している（図 -4参照）．
　ポータル事業者はエンドユーザが誰であるかを認証し，
ジョブの処理内容を受け取る．リソース提供者には誰の
依頼であるかを伏せるため，匿名 IDを用いてジョブの
実行を依頼する．リソース提供者は，ポータル事業者か
らのジョブであることを認証して実行する．リソース提
供者は，「誰が」リクエストしたのかを知ることがない．
図 -3では，ポータル上のユーザ認証時の匿名性機能で
実現している．
　一方，ポータル事業者に対して「何を」計算している
のかを隠蔽するため，エンドユーザとリソース提供者の
間で共通鍵を利用する．エンドユーザがファイルをアッ
プロードする際に共通鍵によって暗号化され，ポータル
を介してクラスタに運ばれた後，アプリケーションを実
行する前に復号化される．アプリケーションの実行結果
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図 -3　GridASP Toolkit全体アーキテクチャ
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についても同様であり，ポータル事業者は暗号化された
ファイルを見ることができない．図 -3では，データ利
用時のデータ隠蔽機能として実装しており，各プレーヤ
のシステム上に分散して動作する．
　また，リソース提供者のクラスタでアプリケーション
が終了し，出力結果が暗号化されてポータル事業者に
渡された後，クラスタ上のユーザデータは自動的にすべ
て削除し，ユーザデータが露出する時間を最小限にして 

いる．

❖ 鍵生成センター（KCC）
　暗号化のための共通鍵はポータルが知っていてはいけ
ないが，どのエンドユーザのジョブをどのリソース提供
者のクラスタで実行したかを知っているのはポータルだ
けである．そこで，共通鍵を生成し，エンドユーザとク
ラスタにだけ配信するための仕組みとして，鍵生成セン
ター（KCC : Key Creation Center）を開発した．
　KCCは，ポータルとは独立のサーバである．ポータ
ルは，鍵を配信したい相手（エンドユーザかクラスタ）
の公開鍵と一緒に鍵の生成を KCCにリクエストする．
KCCは共通鍵を生成し，配信先相手の公開鍵と KCCの
公開鍵それぞれで暗号化した共通鍵をポータルに返す．
暗号化された共通鍵は，対応する秘密鍵を持っている本
人でなければ復号化することはできず，ポータルは共通
鍵を復元することはできない．また，KCCの公開鍵で
暗号化された共通鍵は，ポータルで管理し，同じ共通鍵
を別の相手に配信する必要が出た際に，KCCに再度渡
される．
　KCCは，共通鍵の保管はせず，生成だけを行う．し
たがって，1つの KCCが複数のポータル事業者に対し

て運用を行うことも可能である．

❖ アプリケーション配備機能
　アプリケーションのことをよく知っているアプリケー
ション提供者と，計算機へのインストール権限を持って
いるリソース提供者は異なっている．また，どの計算機
でどのアプリケーションを動かすかが変更になる可能性
もある．そこで，GridASP Toolkitではオンデマンドで
アプリケーションが配備できる機能を実装している．
　アプリケーション提供者は，アプリケーションをパッ
ケージとしてポータルに登録する．このパッケージには，
アプリケーション本体のほか，アプリケーションをイン
ストール（アンインストール）するためのスクリプトや，
実行時に必要な環境設定を行うスクリプトなどが含まれ
ている．リソース提供者は，アプリケーションの配備が
必要となった時点で，ポータルに登録されているアプリ
ケーションパッケージをダウンロードしてインストール
スクリプトを実行し，アプリケーションの配備を完了す
る．この工程を経て，アプリケーションはエンドユーザ
から利用可能となる．アプリケーション配備機能は，ポー
タルとクラスタ上に配置され，連携して動作する．

　ビジネスグリッドミドルウェアは，Webアプリケー
ションを用いた業務システムに関して，負荷変動やシ
ステム障害などに対して安定したシステム運用を実現す
る基盤を提供している．GridASP Toolkitがエンドユー
ザに提供するインタフェースはポータル事業者が運用す
るWebアプリケーションとしてのポータルである．そ

ビジネスグリッドミドルウェアとの連携ビジネスグリッドミドルウェアとの連携

エンドユーザ ポータル事業者 リソース提供者

名匿名実

Data
Data DataData

鍵通共鍵通共

例　産総太郎 例　匿名12

例）創薬候補
の分子構造

=

KCC 共通鍵

図 -4　エンドユーザの情報隠蔽
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こで，ポータル業務の一部をビジネスグリッドミドル
ウェアで管理されたシステム上で運用することによって，
GridASPのサービスを安定して稼働することができる．
　エンドユーザによるアプリケーション実行のリクエス
トは，先に述べたように，複数のジョブの実行順序が
シナリオとして記述され，ポータル内に置かれたシナリ
オエンジンがこのシナリオに従ったジョブの実行を制御
している．シナリオエンジンは，エンドユーザのリク
エストごとにシナリオの開始から終了までの間，ポー
タル上のプロセスとして稼働する．したがって，エンド
ユーザの数およびリクエストされたジョブの数が増える
と，シナリオエンジンの負荷が増大し，ポータルのレス
ポンスが低下する可能性がある．そこで，制御すべきシ
ナリオが増えた場合のシナリオエンジンにおける負荷分
散処理を，ビジネスグリッドミドルウェアの自律制御機
能を活用して実現した．大量のジョブが投入された場合，
ジョブ自身を処理するため CPUへの負荷は増大するが，
CPUへの負荷はリソース提供者のクラスタ上で動作す
るクラスタ管理ツールによって負荷分散が実現されて 

いる．
　図 -5に示すように，GridASPのポータルの一部であ
るシナリオエンジンを，グリッドミドルウェアの基盤上
で動かすシステム構成を考える．まず，シナリオエン
ジンをポータルから独立したシナリオサーバ上で稼働
させ，分散実行を可能とした．続いて，シナリオエン
ジンをビジネスグリッドミドルウェアが扱えるように，

J2EE（Java 2 Enterprise Edition）で開発した．ビジネス
グリッドミドルウェアで取り扱えるように，ZAR（Zero 

administration ARchive）と呼ばれるファイルに，アプ
リケーションとしてのシナリオエンジンの運用情報を記
述し，ビジネスグリッドミドルウェアに登録した．シナ
リオエンジンのソフトウェア自身は Java仕様に準拠し
たWAR（Web ARchive）ファイルの形式として ZARファ
イルの中に含まれており，ビジネスグリッドミドルウェ
アによってシナリオサーバに配備・起動される．シナリ
オエンジンを稼働させるシナリオサーバには，NECの
運用管理ツールWebSAMが導入され，サーバの負荷を
監視してビジネスグリッドミドルウェアに連絡する．シ
ナリオサーバの負荷が増大した時にプールしたリソース
からサーバを追加するような運用ポリシを ZARファイ
ルに設定しておくことにより，負荷増大時に自動的に
サーバが追加割り当てされ，ポータルシステムを安定し
て稼働させることができた．ビジネスグリッドミドル
ウェアの詳細については「2.ビジネスグリッド技術解説」
を参照されたい．

　企業におけるテクニカルコンピューティングの分野に
ユーティリティビジネスを導入する方法の一つとして
GridASPを提案し，このビジネスモデルを実現するソフ
トウェア GridASP Toolkitを開発した．このソフトウェ

GridASP実証実験GridASP実証実験

グリッドミドルウェア環境　　　　　　　　　　　　　　GridASP環境

シナリオサーバ１

シナリオサーバ２

シナリオサーバ３

ポータルサーバ

アクションフロー
（配備・開始・停止・配備解除）

ZAR

シナリオエンジン

シナリオエンジン
WAR

エンドユーザ

クラスタ

ビジネスグリッドミドルウェア

WebSAM
Agent

WebSAM
Manager

WebSAM
Agent

WebSAM
Agent

WAR

GT4

ZAR シナリオ
実行

アプリ実行

ZAR登録と配備

図 -5　ビジネスグリッドミドルウェアと GridASPの連携におけるシステム構成
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アは，図 -6に示すように，企業におけるさまざまな形
態で活用することができる．以下に GridASP Toolkitを
活用するいくつかの形態を列挙する．ただし，形態によっ
ては，GridASPのモデルが持つすべての特徴を活かせる
わけではない．
（A）企業によるユーティリティサービスの提供とユー

ザ企業によるサービス利用
固定資産を持ちたくないユーザ企業が，アプリケー
ションの実行サービスを，外部の企業からユーティ
リティとして利用する．

（B）アプリベンダによるサービスポータル
アプリケーションプログラムを開発したアプリベ
ンダが，ライセンスを売るだけでなく，ポータル
を立ち上げてそのアプリケーションの実行サービ
スを提供する．

（C）アプリベンダが行う受託解析サービスのリソース
を外部企業から利用
アプリベンダがユーザ企業から委託を受け，他の
企業が提供するリソース上で解析を実施する．

（D）社内コンピュータの統合
社内の情報システム部門が所有するコンピュータ

を統合するポータルを運用し，社内の利用者へ実
行環境を提供する．

（E）社内のコンピュータと社外のコンピュータの相補的
利用
社内の情報システム部門が運用する同一環境ポー
タルから，社内のコンピュータだけでなく，他企
業が運用するコンピュータも利用できる．

（F）社内の利用で構築したポータルとリソースを，外部
企業にも提供
社内に所有するコンピュータを，自社内で利用す
るだけでなく，余剰分を外部の企業（関連会社など）
にも利用させる．

　開発したソフトウェアが有効に機能し，上記のような
形態に適合することを検証するため，企業と共同でいく
つかの実証実験を実施した．
　（A）として実施した実験の 1つは，エンドユーザと
しての三共（株）（以後三共），ポータル事業者としての
インテック・ウェブ・アンド・ゲノム・インフォマティ
クス（株）（以後W&G）と共同で実施したものである．
産総研はリソースプロバイダとして，つくばに所有する
AISTスーパークラスタの一部（8ノード 16CPU）を計

クラスタ

ユーザ
企業

ポータル

ユーザ
企業

ポータル
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アプリ
ベンダ

アプリ
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ポータル アプリ
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クラスタ
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ポータル
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クラスタ

ユーザ

ポータル アプリ

ユーザ企業

情報システム部門

ユーザ企業

クラスタ

リソース
提供者

アプリ

アプリ
提供者

ユーザ
企業

ポータル

ポータル
事業者

クラスタ

リソース
提供者アプリ

データ

データ

データ

データ

データ

データ

データ

（B）

（A）

（C）

（D）

（E）

（F）

図 -6　GridASP Toolkitを活用した企業の連携形態（青矢印がジョブの流れ，橙矢印がアプリケーションの配備の流れを示す）
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算リソースとして提供した．この実験では，アプリケー
ションとして，製薬企業で必要な化学分野の計算を行う
ソフトウェアを採用し，このアプリケーションを利用
できるポータルをW&Gが社内の富山研究所に構築した．
三共は，平成 17年 10月末から翌年 1月までの約 3カ
月間，約 200件のジョブを実行した．実験期間中に年
末年始など休日が多くあったものの，平均して 50％の
CPU稼働率であった．GridASP Toolkitで構築したポー
タルを利用して，ジョブの実行および結果の取得が問題
なく実行できただけでなく，AISTスーパークラスタは
一度も停止・再起動することなく安定して運用できた．
これは，大規模なクラスタを安定して稼働できるように
なってきたことのほかに，ポータルによるインタフェー
スがクラスタへの直接コマンド入力に比べてエンドユー
ザの操作ミスを招きにくいことが大きな理由として挙げ
られる．
　（A）の形態のもう 1つの取り組みとして，データセ
ンタ事業者が提供するリソースを，ユーザ企業などに利
用していただく実験も行っている．民間のデータセンタ
では，外部ネットワークに接続しているサーバを限定
し，ほとんどのサーバをプライベートアドレスの空間に
閉じ込めている場合がある．今回，ニイウス（株），お
よび NECフィールディング（株）に協力いただき，そ
れぞれのデータセンタに設置されたクラスタへ GridASP 

Toolkitを導入しシステムの構築・運用を行った．その
結果，民間では一般的なこのようなネットワーク環境の
下でも GridASP向けにクラスタを構築・運用すること
が可能であることを確かめた．
　（C）の形態を検証するため，自動車の設計などで重
要な構造解析系のアプリケーションを取り上げ，実験を
進めている．（株）日本総合研究所から構造解析ソフト

ウェア LS-DYNAを，フルーエント・アジアパシフィッ
ク（株）から熱流体解析ソフトウェア Fluentを提供い
ただくとともに，受託解析での利用を視野に入れて，両
者がポータルを介したジョブ投入の実行と評価を開始し
た．この形態の検証は今後の課題である．
　（D）の形態を検証するため，鹿島建設（株）（以降鹿
島）と 4月から共同研究を開始した．鹿島では，構造
物設計のための構造解析や流体解析を行う計算機環境と
して，日立製作所の SR11000と HA8000クラスタ，お
よび NECの SX-8を所有し，グリッド環境を構築して
いる．鹿島との取り組みでは，これらのグリッド環境
に GridASP Toolkitを導入し，同一のポータルから各計
算機へのジョブ投入の実現を目指している．6月までに
ポータルの構築を完了し，HA8000を対象としたジョブ
の投入を実現した．今後その他の計算機に対する統合を
目指すとともに，将来的には（E）の形態として，外部
リソースへの透過的な接続も検討する．
　なお，（B）と（F）の形態については，現時点ではま
だ取り組むことができていないが，今後企業の協力を得
て進めたい．
　これらの実証実験を通して，GridASP Toolkitがさま
ざまな形態で利用可能であることが検証できた．しか
し，GridASPを着実な事業として進めるためには，エン
ドユーザとプロバイダの間の契約の仕方，課金の設定方
法，GridASPに適した商用アプリケーションのライセン
スなど，社会的な課題が多く残されている．企業と連携
した実験をさらに進めることで，これらの課題について
も解決を目指す．
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